ふくま ドイツ 

僕 は 一 高へ は ひった 時、 福 間 先生に 独逸 語 を 学んだ。 

おうぐ わい ふたり 

福 間 先生 は鷗外 先生の 「二人の 友」 の 中の F 君で ある。 

ニー 人の 友」 は 当時 はま だ 活字に なって はいなかった 

であらう。 少く とも 僕な どの そんな こと を 全然 知らな 

かった の は 確かで ある。 

むし せ い 

福 間 先生 は 常人よりも 寧ろ 背 は 低 か つたで あらう。 

なん きんぶち きんがんき やう かな リ くちひげ たく は 

何でも 金縁の 近眼鏡 を かけ、 可成 長い 口髭 を蓄 へて 

ゐられ たやう に 覚えて ゐる。 

僕 等 は 皆 福 間 先生に 或 親しみ を 抱いて ゐた。 それ は 

か いき やく 

先生 も 青年の やうに 諧謔 を 好んで ゐられ たからで あ 

くめ まさを 

る。 先生 は 一 学期の 或 時間に 久米正 雄に かう 言 はれた。 



「君に はこの 言葉の 意味が クメ とれな いんです か？」 

また しゃれ むく 

久米も 亦 忽ち 洒落 を 以て 酬いた。 

「ええ、 ちょっと わかりません。 どう 言 ふ 意味が フク 

マ つて ゐ るか」 

ふくま 

福 間 先生 は 二 学期から いきなり 僕 等に ゲラ アデ • ァ 

ウスと 云 ふギズ キイの 警句 集 を 教 へられた。 僕 等の 新 

単語に 悩まされ たこと は 言 ふ を 待たない のに 違 ひない。 

いま 

僕 は 未だに その 本に あった、 シ ユタ アツ. へ モロ イダ 

リウスと 云 ふ、 不可思議な 言葉 を 記憶して ゐる。 この 

あ ひだ のうみそ 

言葉 は 恐らく は 一生の 間、 薄暗い 僕の 脳味噌の どこ 

かに 木の 子の やうに 生えて ゐる であらう。 獎 はそんな 



かならず く め 

からか はれた の は 必 しも 久 米に 限った ことで はない。 

先生 はむ づ かしい 顔 をされ ながら、 井川に もや はリか 

う 言 はれた。 

「そんな 言葉が わからなくて は イカ ハご 

(大正 十五 年 一 月) 
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